


「決算審査に役立つ議選監査の視点」 

  ～決算審議の目的と手法を再考しよう～ 
日 時：令和 6年 9月 8日（日）  （オンライン） 

研修先：ローカル・マニフェスト推進連盟 

 

○決算審査は可児市議会の一丁目一番地である 

講 師：可児市議会 議選監査員 川上 文浩 氏 

 主なチェック点 

 ① 歳入の構成  ② 歳出の構成   ③ 投資的経費率の推移  

④ 自主財源   ⑤ 不用額の理由  ⑥ 特別会計 

1、財政指標 4表        2、収入済み額の前年度比  

3、不用額の中身        4、基金債権運用割合 

5、寄付金額          6、水道会計は有収率と内部留保  

7、随契は大丈夫か       8、時間外労働 

・・・来年度の予算に提言していく。 

 

○定例会ごとに監査委員との意見交換会を実施 

 講 師 : あきる野市議選監査 子籠 敏人 氏 

「より適正な予算編成と執行へ」 

 1、執行率            2、予算流用 (不用額)  

3、審議会 協議会の執行率   4、補助金交付団体の実績報告書  

5、土地の借り上げ料に着目 

※子籠監査は、今年度は 18項目を注視したそうである。 

  

 ● オンライン研修者の質問 

   ①行政委員の評価は、どうなっているか。 

   ②議選監査委員の評価はどうなっているのか。 

  ● 私の質問 

   ①基金残高の運用はどの程度までか。 

  

考察 

可児市とあきる野市を参考にしての、議選監査委員の指摘は大変参考になった。 

特に、基金債権運用割合と、どの程度利益が出たかの数値化は必要である。それ

と、議選監査委員と議員間の意見交換会を毎定例会ごとに行っているのは参考に

なった。早速取り組んでみたい。 

                      以上報告します。 牛尾 昭 


